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今年は 8月 25日 ( 日 ) に各地区で
防災訓練を実施します。
今後起きる可能性のある大規模な
災害に備えましょう！
※防災特集は2～ 4ページ
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こ
れ
か
ら
に
備
え
る
！

こ
れ
か
ら
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備
え
る
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　神
奈
川
県
で
は
、
近
い
将
来
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
が

起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　中
で
も
『
神
奈
川
県
西
部
地
震
』
の
切
迫
性
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、『
関
東
大
震
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と
同
等
レ
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の
地
震

規
模
と
言
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い
ま
す
。
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。
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〜
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8月30日（金）～9月5日（木）は防災週間

自
助
・
共
助

　大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
住
民
一
人
一
人
が
自
分
の

身
を
自
分
の
努
力
に
よ
り
守
る

【
自
助
】
と
と
も
に
、
近
所
や

地
区
の
人
々
が
集
ま
っ
て
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
組
織
的
な
防

災
活
動
に
取
り
組
む
【
共
助
】

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

公
助　町

や
県
・
国
は
被
害
の
拡
大

防
止
や
住
民
の
支
援
に
全
力
で

対
応
す
る【
公
助
】を
し
ま
す
が
、

発
災
直
後
の
混
乱
の
な
か
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　日
ご
ろ
か
ら【
自
助
】を
備
え
、

【
共
助
】
の
た
め
に
も
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

これだけはやっておこう！
●最低 3 日分の食糧と水の備蓄
●住宅の耐震化
●家具の転倒・落下防止処置

【自助】

≪自分の身は自分で守ろう！≫

近所・地区での取り組み
●救助活動
●救援物資などの配給
●避難生活の補助      など

【共助】

≪自分たちの地域は自分た
ちで守ろう！≫

≪近所の絆が共助の原動力
!!≫

　「突如として大地が震動した。家はガラガラと崩壊し、火焔は渦
巻いて起こった。烈風は猛火を煽りたてた。炎々たる紅蓮の焔は
市街地へ飛んで全都さながら火の海と化した。」
　二宮駅は倒壊し、停車していた列車は立ち往生して、乗客は一
斉に飛び出した。交通機関は全部破壊され、電灯、電話は切断し、
文明の利器を誇っていたものも何一つ役に立たない。科学の力も
自然の力の前には屈服してしまった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二宮町郷土誌より抜粋）

関東大震災のようす
(当時吾妻村 )

関東大震災のようす
(当時吾妻村 )

震災後の状況（元町）

災害時地区本部運営訓練のようす災害時地区本部運営訓練のようす

あおり ほむら

か え ん

｢おかえり｣｢ただいま｣などのあいさつは
地域づくりや防犯のためにも大切です。



総合防災訓練に参加しよう！総合防災訓練に参加しよう！総合防災訓練に参加しよう！総合防災訓練に参加しよう！

町からの
情報発信
町からの
情報発信

　今年は、地震発災直後と発災から３時間以降の活動を取り入れ
た訓練を実施します。各地区で災害時地区本部を中心に訓練しま
すので積極的にご参加ください。

●防災行政無線による緊急地震速報 (訓練放送 )
●消防車がサイレンを吹鳴しながら走行
※実際の災害と間違えないようご注意ください。
※県内に気象警報や、災害が発生する恐れがある場合は中止とし、
7:30に防災行政無線でお知らせします。

8月25日(日)
　8:00～11:45

中学生も地域を守る大切な力！
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問
い
合
わ
せ

　防
災
安
全
課
危
機
管
理
・
く
ら
し
安
全
班

想定する災害想定する災害

■安否確認訓練■安否確認訓練

■炊き出し訓練■炊き出し訓練

■消火訓練■消火訓練

■飲料水給水訓練■飲料水給水訓練

※地区により訓練内容が異なります。※地区により訓練内容が異なります。

各地区で実施する主な訓練各地区で実施する主な訓練

中学生も地域を守る大切な力！津波対策訓練を実施しました津波対策訓練を実施しました
　中学生も知識・技
術習得のため、今回
の訓練へ積極的に参
加してもらいます。

　7月13日に県
と相模川以西
の沿岸市町が、
合同で訓練を
実施しました。

オレンジフラッグの掲出訓練

8:00に神奈川県西部地域を震源とする震度6強の地震が60秒ほど発生
この地震により相模湾一帯に津波警報が発令
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かながわシェイクアウトＪアラート

特別警報 二宮町女性防災隊二宮町女性防災隊

～参加しよう！いっせい防災行動訓練～

～メープルリーブス～

～全国一斉情報伝達訓練～

　災害のときなどに、国から発信され
た緊急情報が正常に放送できるか確認
する訓練を実施します。
と　　き　9月11日(水)11:00、11:30
　　　　　　　　　　　　　　※2回
放送内容　音声「これは試験放送です。
こちらは防災二宮です。」とチャイム
音　　量　通常の放送と同じくらい

※Ｊアラートとは…
地震・津波や武力攻撃などの緊急情
報を、国から市区町村へ人工衛星を
通じて瞬時に伝えるシステムです。

　県内全域の自宅や学校・職場などで
同じ時間に『シェイクアウト』をする
取り組みです。参加していただける方
は事前に登録をお願いします。

上記の３つの動作だけをする防災行
動のことです。近年この簡単な行動
が評価され始めており、全国的にも
取り組みが進められています。

　これまで、気象庁は大雨や地震、津波、
高潮などにより重大な災害の起こるおそ
れがあるときに、警報を発表して警戒を
呼びかけていました。
　今後は、警報の発表基準をはるかに超
えることが予想される場合、新たに『特
別警報』を発表します。
　『特別警報』が出たら、周囲の状況や
発表される情報に留意し、ただちに命を
守るための行動をとってください。
　※詳しくは、気象庁のホームページを
　　ご確認ください。
運用開始　8月30日（金）0:00

　≪自分≫≪家族≫
≪地域≫を守るため
に女性防災隊が結成
されています。
　『女性防災隊』に
入隊して、地震など

災害に備えて知識や技術を身につけるため
の活動を一緒にしてみませんか？
資　格　町内在住か在勤の18歳以上の女性
訓練日　毎月第3土曜日10:00～12:00
場　所　消防本部2階防災対策室
その他　見学や体験も大歓迎です。

と　き　9月5日（木）11：00
対　象　県内全域
内　容　安全確保行動『シェイクアウト』の実施
主　催　神奈川県

①ドロップ：まず低く！
②カバー：頭を守り！
③ホールドオン：動かない！

※シェイクアウトとは…
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救
急
業
務
と
救
急
医
療
に
対
し
て
理
解
と
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
９
月
９

日
を「
救
急
の
日
」と
し
、こ
の
日
を
含
む
１
週
間
を「
救

急
医
療
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
の
現
場

　
近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数

や
搬
送
人
員
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
入
院

を
必
要
と
し
な
い
軽
症
の
方
が

約
半
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
町
消
防
署
に
は
現
在
２
台
の

救
急
車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
出
動
が
重
な
っ
た
り
他
市

町
へ
応
援
出
動
し
た
り
し
た
場

合
、
現
場
へ
の
到
着
が
遅
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
の

症
状
が
緊
急
度
、
重
症
度
の
高

い
場
合
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

お
願
い

　
緊
急
度
、
重
症
度
の
高
い
傷

病
者
へ
迅
速
に
対
応
し
、
多
く

の
方
を
救
え
る
よ
う
救
急
車
の

適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
緊
急
度
な
ど
の
判
別

が
つ
か
な
い
場
合
は
、
た
め
ら

わ
ず
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
み
ん
な
で
上
手
に
活
用
し
、

救
急
医
療
を
安
心
し
て
利
用
で

き
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

救
命
処
置
の
重
要
性

　
救
急
車
は
、
呼
ん
で
か
ら
到

着
す
る
ま
で
に
全
国
平
均
で
約

８
分
か
か
り
ま
す
。

　
そ
の
８
分
間
の
救
命
処
置
が

傷
病
者
の
生
命
を
大
き
く
左
右

し
ま
す
。

　《
大
切
な
人
》
の
命
を
守
る

た
め
、
救
急
法
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

救
命
講
習
を
受
け
よ
う

　
地
域
や
事
業
所
、
グ
ル
ー
プ

な
ど
で
10
名
程
度
の
方
が
集
ま

れ
ば
随
時
救
命
講
習
を
開
催
し

ま
す
。

　
積
極
的
に
救
命
講
習
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
消
防
課
警
防
班

　（
☎
72‐

０
０
１
５
）

救
急
医
療
週
間

救
急
車
の

　適
正
利
用
を

　
　お
願
い
し
ま
す

も
し
も
の
と
き

　
　《
大
切
な
人
》

　
　
　
　を
守
る
た
め
に

9月8日（日）～
　　9月14日（土）
9月8日（日）～
　　9月14日（土）

◆　救急車を呼ぶ時　◆

●　上級救命講習会　●

119番をする際は、次のことを落ち着いて伝えてください。

救急法を身につけておこう！

①通報者の氏名・電話番号
②住所・所在（目標物などがあれば伝えてください）
③交通事故の場合は傷病者の数・容態・交通状況など
※携帯電話からの場合、電波状況や場所によって他市町
の消防本部につながる可能性があります。その際は管
轄する消防本部に転送しますので電話を切らずに指令
員の指示に従ってください。

と　き　9月8日（日）9:00～ 18:00（8:50集合）
ところ　消防本部2階防災対策室
対　象　町内在住または在勤の中学生以上の方（再講習可）
　　　　※特に病気やけがなどの緊急事態に遭遇する可能
　　　　　性の高い方
内　容　心肺蘇生法、AEDの使用方法、止血法など
　　　　（終了後に知識・実技の効果測定をします）
定　員　20名（先着順）
申　込　電話で申し込み
持　物　筆記用具
その他　・動きやすい服装でお越しください。（スカート
　　　　　などは不可）
　　　　・昼食は各自でご用意ください。



　
こ
の
４
月
か
ら
、
子
育
て
に
特
化
し
た
部
局
『
子
ど
も
育
成
課
』
が

で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
快
適
に
子
育
て
で
き
る
よ
う
、
マ
タ
ニ
テ
ィ

か
ら
幼
稚
園
・
保
育
園
、
そ
し
て
お
子
さ
ん
の
医
療
費
助
成
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
に
関
す
る
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
・
ご
案
内
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
月
号
か
ら
毎
月
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
子
育
て
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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連載連載

肝
臓
の
健
康
を
考
え
よ
う
！

問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
育
成
相
談
班

「
子
育
て
関
連
」
を
一
本
化

　
今
ま
で
「
健
康
」「
子
育
て
」

な
ど
で
業
務
を
分
け
て
い
ま
し

た
が
、そ
れ
を
「
子
育
て
関
連
」

と
し
て
統
合
し
、
専
門
の
部
局

と
し
て
『
子
ど
も
育
成
課
』
を

設
置
し
ま
し
た
。

よ
り
充
実
さ
れ
た
相
談
体
制

　
役
場
相
談
窓
口
に
、
新
た
に

保
育
士
、
児
童
相
談
員
と
し
て

臨
床
心
理
士
な
ど
を
配
置
し
た

こ
と
で
、
一
般
的
な
相
談
の
ほ

か
、
お
子
さ
ん
の
発
達
な
ど
専

門
的
な
分
野
の
相
談
に
も
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

３
種
類
の
相
談
窓
口

　
一
般
的
な
相
談
は
ど
こ
で
も

対
応
で
き
ま
す
。
専
門
的
な
相

談
は
各
専
門
職
員
が
対
応
し
ま

す
。
判
断
に
迷
う
場
合
は
子
ど

も
育
成
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
子
ど
も
育
成
課

対
応
職
員
　
保
健
師
、
保
育
士
、

臨
床
心
理
士

専
門
相
談
　
一
般
的
な
相
談
、

育
児
・
発
達
不
安
に
つ
い
て
の

相
談

②
保
健
セ
ン
タ
ー
内

対
応
職
員
　
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
、
歯
科
衛
生
士

専
門
相
談
　
栄
養
・
歯
科
な
ど

健
康
面
を
中
心
と
し
た
相
談

例
え
ば
こ
ん
な
相
談

●
育
児
書
と
子
ど
も
の
発
達
が

違
っ
て
心
配

　
ど
こ
の
窓
口
で
も
対
応
で
き

ま
す
が
、
詳
し
く
相
談
し
た
い

場
合
は
子
ど
も
育
成
課（
臨
床

心
理
士
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
幼
稚
園
・
保
育
園
に
入
園
す

る
た
め
の
準
備
は
？

　
子
育
て
サ
ロ
ン
に
は
利
用
さ

れ
て
い
る
方
か
ら
の
情
報
も
あ

り
、
子
育
て
全
般
の
幅
広
い
情

報
提
供
が
で
き
ま
す
。

●
食
事
と
歯
の
磨
き
方
が
知
り

た
い

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
歯
科
衛

生
士
や
管
理
栄
養
士
が
い
る
の

で
、
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
保

護
者
の
健
康
管
理
に
関
す
る
相

談
も
同
時
に
で
き
ま
す
。

③
子
育
て
サ
ロ
ン

対
応
職
員
　
保
健
師
（
栄
通
り

子
育
て
サ
ロ
ン
の
み
）、
保
育
士

専
門
相
談
　
子
育
て
な
ど
の
相

談
（
お
子
さ
ん
を
遊
ば
せ
な
が

ら
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
）

　肝
臓
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

が
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
が
生
き

て
い
く
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　元
気
に
生
活
を
送
る
た
め
に
、

肝
臓
の
健
康
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

肝
臓
の
主
な
役
割

○
栄
養
分
の
生
成
や
貯
蔵

○
血
液
中
の
薬
物
・
毒
物
な
ど

の
代
謝
・
解
毒

○
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
へ
の
感
染

防
御

な
ど

ど
う
や
っ
て
調
べ
る
の
？

　
肝
臓
は
、
数
億
個
の
肝
細
胞

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
何
ら
か

の
原
因
で
肝
細
胞
が
壊
れ
る
と

細
胞
内
の
特
有
の
物
質（
Ｇ
Ｏ
Ｔ

（
A
S
T
）・
Ｇ
Ｐ
Ｔ（
A
L
T
）・

γ‐

Ｇ
Ｔ（
γ‐

G
T
P
））が
血
液

中
に
流
れ
出
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
血
液
検
査
に
よ

り
こ
れ
ら
の
物
質
の
数
値
を
測

る
こ
と
で
肝
臓
の
状
態
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

肝
臓
病
の
進
行

　
肝
臓
は
、
先
月
紹
介
し
た
腎

臓
と
共
に
《
沈
黙
の
臓
器
》
と

も
言
わ
れ
、
肝
臓
病
の
初
期
で

は
自
覚
症
状
が
無
く
、
症
状
が

出
て
き
た
と
き
に
は
機
能
低
下

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

　
症
状
が
出
る
前
に
こ
そ
血
液

検
査
な
ど
で
肝
臓
の
状
態
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

肝
臓
を
い
た
わ
ろ
う
！

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
適
量

の
食
事
を
と
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
を
控
え
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
お
酒
を
多
く
飲
む
習
慣
の

あ
る
方
は
週
に
１
日
以
上
《
休

肝
日
》
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
31
日（
木
）ま
で
健
康
診

査
・
特
定
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
ま
す（
対
象
者
に
は
受
診

券
を
送
っ
て
い
ま
す
）。こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
保
険
医
療
課
医
療
予
防
班

　（
☎
71‐

７
１
０
０
）

連載
知
�
得
！
メ
タ
防
通
信

肝
臓
の
健
康
を
考
え
よ
う
！

食中毒に注意！ウイルスを
つけない・増やさない・殺菌する

子
育
て
情
報
玉
手
箱

子
育
て
の
不
安

　ご
相
談
く
だ
さ
い

子
育
て
の
不
安

　ご
相
談
く
だ
さ
い



悪
質
業
者
の
手
口
①

悪
質
業
者
の
手
口
②

ゆ
ず
り
合
い

　

　せ
ま
い
道
路
も

　
　
　
　
　広
く
な
る

ゆ
ず
り
合
い

　

　せ
ま
い
道
路
も

　
　
　
　
　広
く
な
る

7 広報にのみや 平成25年8月号　町役場の電話番号　☎0463－７１－３３１１

排
水
設
備
は
個
人
管
理

　
公
共
下
水
道
の
排
水
設
備

（
敷
地
内
の
汚
水
管
な
ど
）
は
、

設
置
時
に
町
が
検
査
を
実
施
し
、

合
格
す
る
と
検
査
済
証
を
交
付

し
ま
す
。

　
そ
の
後
の
検
査
な
ど
は
特
に

な
く
、
排
水
設
備
は
個
人
で
管

理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

無
理
矢
理
点
検
を
し
て
い
く

　
業
者
が
勝
手
に
敷
地
に
入
り
、

汚
水
ま
す
を
開
け
て
点
検
を
し

た
。

　
そ
の
結
果
、
汚
水
管
の
清
掃

が
必
要
で
あ
る
か
の
よ
う
に
告

げ
、
点
検
手
数
料
を
請
求
し
て

き
た
。

契
約
す
る
ま
で
立
ち
退
か
な
い

　
業
者
が
訪
問
し
て
き
て
、「
汚

水
ま
す
や
管
の
汚
れ
が
ひ
ど
い
。

ま
す
の
改
修
や
管
の
洗
浄
が
必

要
」
と
説
明
さ
れ
、
契
約
書
に

押
印
す
る
よ
う
強
要
し
て
き
た
。

　
悪
質
業
者
に
騙
さ
れ
な
い
よ

う
、
ご
自
身
の
判
断
で
点
検
や

清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
不
審
に
思
っ
た
際
は

町
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悪
質
業
者
に
注
意

　
法
律
で
定
め
ら
れ
た
検
査
や

清
掃
の
必
要
が
な
い
の
に
、
あ

る
か
の
よ
う
に
装
う
業
者
が
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
悪
質
業
者
に

　だ
ま
さ
れ
な
い
で

　
汚
水
管
に
雨
水
が
流
れ
込
む

と
、
下
水
処
理
場
の
処
理
能
力

が
追
い
つ
か
ず
、
汚
水
を
き
れ

い
に
処
理
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
下
水
処
理
施
設
や

ポ
ン
プ
施
設
な
ど
が
故
障
し
て

汚
水
が
ま
ち
や
河
川
に
あ
ふ
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
生
活

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
汚
水
ま
す
の
ふ
た
は
絶
対
に

開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　道
路
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日

常
生
活
を
支
え
る
共
有
財
産
で

す
。　道

路
を
常
に
安
全
・
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
こ
の
機
会

に
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

伸
び
た
枝
は
刈
り
込
み
を

　
生
垣
や
庭
木
の
枝
が
伸
び
、

道
路
に
は
み
出
て
い
る
と
、
歩

行
者
や
自
動
車
な
ど
の
通
行
に

支
障
を
来
し
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標

識
が
隠
れ
て
し
ま
う
と
大
変
危

険
で
す
。
私
有
地
の
樹
木
は
定

期
的
に
刈
り
込
む
な
ど
適
切
に

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
に
物
を
置
か
な
い

　
道
路
に
は
み
出
し
た
看
板
や

プ
ラ
ン
タ
ー
・
陳
列
商
品
な
ど

は
、
通
行
の
妨
げ
や
交
通
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
道
路
に
物
を
置
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

車
の
乗
り
入
れ(

段
差
解
消)

ブ
ロ
ッ
ク
は
置
か
な
い
で

　
道
路
に
鉄
板
や
乗
り
上
げ
ブ

ロ
ッ
ク
を
置
い
て
い
る
お
宅
を

見
か
け
ま
す
が
、
歩
行
者
や
自

転
車
・
バ
イ
ク
の
転
倒
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
雨
水
の
排
水
を
妨
げ

冠
水
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
段
差
を
解
消
し
た
い
場
合
は

都
市
整
備
課
へ
申
請
し
、
歩
道

や
縁
石
の
切
り
下
げ
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課
工
務
班

問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
道
路
班

②
汚
水
ま
す
の

　ふ
た
を
開
け
な
い
で

下
水
道

下
水
道

ゆ
ず
り
合
い

　

　せ
ま
い
道
路
も

　
　
　
　
　広
く
な
る

ゆ
ず
り
合
い

　

　せ
ま
い
道
路
も

　
　
　
　
　広
く
な
る

検査済証
（門戸などの見やすい所に

はらせていただきます。）

８月は
道路ふれあい月間

８月は
道路ふれあい月間

××
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二
宮
町
職
員
募
集

二
宮
町
職
員
募
集

採
用
年
月
日

　平
成
26
年
４
月
１
日

受
験
手
続

　「二
宮
町
職
員
採
用
試
験
申

込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
、

写
真
を
は
り
、「
官
製
は
が
き
」

を
添
え
て
受
験
者
本
人
が
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
電

子
申
請
）
で
の
申
し
込
み
も
可

能
で
す
。

　
※
受
験
案
内
書
は
、
総
務
課

窓
口
（
役
場
２
階
）
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　
※
手
続
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（「
二
宮
町
職
員
採
用

試
験
申
込
書
」
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

受
付
期
間

 

持

　参

　
８
月
20
日
（
火
）

　
　
〜
８
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　
※
土
･
日
を
除
く

　
８
時
30
分
〜
12
時
、

　
　
13
時
〜
17
時
（
厳
守
）

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
電
子
申
請
） 

　
８
月
20
日
（
火
）
９
時

　
　
〜
８
月
26
日
（
月
）
17
時

　
職
員
の
募
集
と
同
期
間
で
任

期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
※
持
参
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

採
用
期
間

　
平
成
25
年
10
月
１
日
〜

　
平
成
27
年
３
月
31
日

受
験
手
続

　「
二
宮
町
任
期
付
職
員
採
用

試
験
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
、
写
真
を
は
り
、「
作
文
」

を
添
え
て
受
験
者
本
人
が
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
試
験
の
流
れ

●
第
１
次
試
験
　
集
団
面
接

　
　
10
月
１
日（
火
）、2
日（
水
）

　
※
会
場
は
受
験
票
で
指
定
し

ま
す
。

●
第
２
次
試
験
　
教
養
試
験

●
第
３
次
試
験
　
集
団
討
論
、

　
体
力
試
験
（
消
防
士
の
み
）

●
第
４
次
試
験
　
面
接

　
※
第
２
次
試
験
以
降
は
合
格

者
に
案
内
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
人
事
班

平成 25 年度　自衛官募集平成 25 年度　自衛官募集

任
期
付
職
員（
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　も
募
集
！

任
期
付
職
員（
保
育
士
）

　
　
　
　
　
　も
募
集
！

二
宮
町
職
員
募
集

二
宮
町
職
員
募
集

試 験 区 分 受験資格（次のすべてを満たすこと） 募 集 人 員

一 般 事 務

消 防 士

保 育 士

若 干 名

若 干 名

若 干 名

・  昭和58年4月2日から平成8年4月1日までの間に生ま
れていること

・  学校教育法で定める高等学校卒業以上の学歴を有する
こと、または平成26年3月に高等学校卒業見込みであ
ること

・  昭和61年4月2日から平成8年4月1日までの間に生ま
れていること

・  学校教育法で定める高等学校卒業以上の学歴を有する
こと、または平成26年3月に高等学校卒業見込みであ
ること

・  昭和53年4月2日から平成6年4月1日までの間に生ま
れていること

・  学校教育法で定める高等学校卒業以上の学歴を有する
こと

・  保育士の資格を有し、保育士登録をしていること、また
は平成26年3月までに資格取得見込みであること

募集区分　航空学生、一般曹候補生、自衛官候補生
※受験資格、試験日、資料、願書の請求などは下記ま
でお問い合わせください。

〒254-0807　平塚市代官町9-26　Ｍ宮代会館２階
自衛隊神奈川地方協力本部平塚地域事務所（☎22－5547）

二宮町職員採用試験
受験案内ページ URL



大磯警察署だより
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（平成25年7月1日現在)（平成25年7月1日現在)町の人口町の人口

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。

総　数 29,131人 （＋12）
　男 14,119人 （+  7）
　女 15,012人 （+  5）
世帯数 11,506世帯 （＋15）

種　別

忍び込み・居空き

事務所・出店荒らし

ひったくり

自転車盗

万引き

その他の窃盗

占有離脱物横領

その他の刑法犯

　　  合　計

2

3

1

3

3

3

2

3

20 件

6月

《忍び込み・居空きが多発！》
　最近は空き巣だけでなく、
在宅中の寝ている隙などを狙
った犯罪が増えています。
　鉢合せてしまった場合、大
きな事件に巻き込まれてしま
う危険がありますのでご注意
ください。

＊＊＊防犯のポイント＊＊＊
●１階の扉や窓は、鍵を必ず

かけましょう。
●万が一侵入された場合は、

たち向かわず警察に通報し
てください。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

１人１日『卵
』１個分の

ごみを減量し
ましょう！１人１日『卵
』１個分の

ごみを減量し
ましょう！

　夏場のごみは水分が多くなります。
　ごみ袋の底に水が溜まっていません
か？ごみを捨てるときは、よく水を切っ
てからごみ袋に入れてください。

１人１日あたりのごみ排出量

ごみ処理状況（6月分）

平成25年6月分 平成24年6月分

全　　体

比　較

847ｇ

ごみ排出量
739,795㎏

ごみ処理費用
20,886,043円

１人１か月あたり
ごみ排出量
25㎏

ごみ処理費用
717円

915ｇ 68ｇ減

※卵1個・・・50g（平成24年度平均848ｇ）（平成24年度平均848ｇ）
１人１日8

05ｇ！
１人１日8

05ｇ！
目標：

趣
味
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

〜
二
宮
町
文
化
団
体

　連
盟
活
動
紹
介
〜

〜
二
宮
町
文
化
団
体

　連
盟
活
動
紹
介
〜

活
動
日

　
第
２
金
曜
日
９
時
〜
13
時

活
動
場
所

　
駅
前
町
民
会
館

会
費

　
2
，０
０
０
円
／
月

　
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
鎌
倉
彫

り
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
じ
っ
く
り
楽
し
ん
で
、
味
わ

い
の
あ
る
作
品
づ
く
り
を
目
指

し
、
親
切
丁
寧
な
個
別
指
導
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

活
動
日

　
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

　
10
時
〜
11
時
30
分

活
動
場
所
　主
に
心
泉
学
園

会
費
　１
，０
０
０
円
／
月

　「
赤
と
ん
ぼ
」
に
な
り
ま
し

た
が
、
以
前
ま
で
は
「
婦
人
会

音
楽
部
」
で
し
た
。
歌
を
楽
し

み
な
が
ら
親
睦
を
は
か
っ
て
い

ま
す
。
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　　
今
回
で
文
化
団
体
連
盟
の
活

動
紹
介
は
終
わ
り
で
す
。

　
ま
た
、
紹
介
し
た
ほ
か
に
も

多
様
な
活
動
団
体
が
あ
り
ま
す

の
で
、
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　（
☎
72

－

６
９
１
２
）

小
澤
陽
子
さ
ん（
緑
が
丘
）

　
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、

西
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
ベ
ナ

ン
共
和
国
で
、
妊
産
婦
や
乳
幼

児
の
母
親
へ
の
栄
養
指
導
支
援

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

２
年
間
従
事
さ
れ
ま
す
。

　「
栄
養
士
と
し
て
精
一
杯
活

動
し
て
き
ま
す
。」
と
出
発
前

に
坂
本
町
長
を
表
敬
訪
問
し
、

７
月
３
日
に
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

趣
味
の
工
芸

赤
と
ん
ぼ

趣
味
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か



10広報にのみや 平成25年8月10日

 

～７月の思い出 ～～７月の思い出 ～

フォトトピックスフォトトピックス

広　告

７月６日(土)

高山村地域間交流事業高山村地域間交流事業

７月11日(木)～20日(土)

夏の交通事故防止運動キャンペーン夏の交通事故防止運動キャンペーン

　今回で13回目となる、地区長連絡協議会主催の長野県
高山村との『地域間交流事業』。90名もの高山村の方々
に来ていただきました。
強風による高波のため、残念ながら地引網はできません
でしたが、代わりにスイカ割りで楽しみました。
　また、タッチングプールで海の生き物を身近に感じ、
波を一緒に体感して交流を深めました。

　マックスバリュ前の県道を通過する車両に対して、
啓発物品などを配布し、交通事故防止を呼びかける
キャンペーンを実施しました。
　最近「子どもと高齢者」の事故が多発しています。
突然の飛び出し、歩道の無い道路の通行には気をつ
けましょう。

　8月3日（土）から1泊2日で、町内17組の親
子が高山村を訪問しました。

広　告

温水プールで体力づくり！
お得な年間パスポートもご利用ください
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ジャー
営業時間：11時～15時
　　　　　17時～23時 月曜休
　　　　　二宮町二宮200-3　☎0463-73-8777  URL：www.jar134.net

柳麺 580円～
焼豚お持ち帰り 1000円～

焼豚弁当、仕出し、お料理等承っております

お取引先 www.isetan.co.jp

JR
二宮駅

箱根

秦野

西湘バイパス二宮IC

ローソンさん 茅ヶ崎Ｒ１

Ｒ１３４

JAH

広　告 広　告

７月20日（土）～７月22日（月）

くらしの便利帳広告主募集くらしの便利帳広告主募集

子ども野外研修子ども野外研修

７月1日(月)

第63回社会を明るくする運動第63回社会を明るくする運動

　今回で39回目を迎えた『子ども野外研修』。町内の
６年生135名、スタッフ75名が参加し、2泊3日で開
催しました。
　簡素なキャンプ生活でのさまざまな経験は、きっ
とこれからの人生の中で役に立つと思います。

　７月は『社会を明るくする運動』の強調月間で、
街頭啓発活動を実施しました。
　今後も犯罪や非行の防止と罪を犯した人たち
の立ち直りを支える≪更生保護≫について理解
を深め、安心して暮らせる明るいまちづくりを
めざしていきましょう。

　町では、湘南リビング新聞社と共同で保健・

福祉・子育て支援など、町の情報を分かりやす

くまとめたガイドブックを更新します。更新

にあたり、広告主を募集します。

広告申込・料金など問い合わせ
　湘南リビング新聞社（☎0466-27-7411）

企画政策課広報統計班



二
宮
か
ら
の
富
士
山

二見利節画伯の作品紹介二見利節画伯の作品紹介

 
二
宮
か
ら
の
富
士
山

二
宮
か
ら
の
富
士
山
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町
ホ
ー
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ア
ド
レ
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w
w
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n.ninom
iya.kanagaw

a.jp/
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

tow
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ご意見などは、企画政策課広報統計班までお寄せください。
☎0463-71-3311（内線325）

編
集
発
行
　

二
宮
町
企
画
政
策
課
広
報
統
計
班  

〒
２
５
９
―
０
１
９
６  

神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
二
宮
９
６
１
番
地

広
報
に
の
み
や

　
葛
飾
北
斎
の
『
富
嶽
三
十
六

景
』
と
い
え
ば
、
誰
で
も
知
っ

て
い
る
名
作
で
す
。

　
実
は
そ
の
う
ち
の
１
枚
に
、

町
内
か
ら
望
む
富
士
山
を
描
い

た
と
さ
れ
る
作
品
《
相
州
梅
沢

左
》
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
作
品
名
の
梅
沢
は
、
大

磯
宿
と
小
田
原
宿
の
中
間
に
設

け
ら
れ
た
宿『
間
の
宿
』（
現
在
の

茶
屋
地
区
周
辺
）と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、描
か
れ
た
場
所
の

特
定
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
吉
祥
の
画
題
で
あ
る

富
士
山
と
鶴
が
描
か
れ
て
い
る

の
で
、
と
て
も
縁
起
が
良
い
作

品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
企
画
政
策
課
広
報
統
計
班

　
６
月
22
日
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
富
士
山
。

　
吾
妻
山
か
ら
も
き
れ
い
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
12
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
の
『
早
咲
き
の
菜
の
花
』
越
し
に
見
え
る
富
士
山
は
二

宮
を
代
表
す
る
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
有
名
な
の
に
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
『
町
内
で
吾

妻
山
以
外
か
ら
望
む
富
士
山
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

葛飾北斎『富嶽三十六景≪相州梅沢左≫』

吾妻山からの富士山

（山口県立萩美術館・浦上記念館　所蔵）

「西瓜」(1970年制作 )
縦 30.0 ㎝×横 40.0 ㎝
技法：油彩、材質：板

　利節独特のマチエルと淡い色彩で描かれた３切の大きさ
の異なる西瓜が丸いテーブルの上におかれています。
　３つの西瓜の調和のとれた配置と下に描かれた何気ない
果実ナイフ？の絶妙のバランスをお楽しみください。

　　　　　　　　　　　　　　　　（画家　小口卓也）

　二宮町ふたみ記念館（☎70－3210）

あ
い

し
ゅ
く


